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論文内容の要旨

明 教授松井 保

本論文は，海岸侵食制御構造物として離岸堤，突堤及び人工リーフといった既設構造物をとりあげ，そ

れらの沿岸漂砂の制御機能について統計的及び、水理実験より検討し，その資料を用いてそれらの最適配置

計画を数値予測手法を用いて算定したもので以下の 7章で構成されているD

第 1 章では本論文の執筆するにあたっての社会的背景を述べ，本研究の位置づけ，及び目的を明らかに

するとともに論文の概略の紹介を行なっているo

第 2 章ではいかなる場合に海岸侵食が生じ，それを制御するにはどうすればよいかという乙とについて，

漂砂移動の連続方程式に基づいて、漂砂移動方向別に考察している。ついで，各種構造物の漂砂移動制御機

能及びその海岸侵食制御効果を明らかにするにあたり，解決しなければならない問題点の指摘を行なって

いる。

第 3 章では構造物周辺における波浪変形，海浜流及び海浜変形予測手法について従来の研究成果K基づ

いてその適用性を考察している。特に. One -line -t heory において用いられている種々の仮定が，

いかなる条件の下で成立するかということについて詳細に考察すると同時に，実際~c One -line-

t heory'c基づ.く汀線変動予測計算を行なう場合に必要となる入力条件等について検討している。

第 4 章では種々の形状の海浜に施工されている既設の構造物周辺における深浅測量データに基づいて，

現地海岸の地形はいかなる変動を示し，各種構造物がその地形変動及び漂砂移動にいかなる影響を及ぼし

ているかという乙とを明らかにし，また海浜変形予測モデルとして One-li ne -t heory モデルが適用

可能かどうかという乙とについて検討している。

第 5章では代表的な海岸侵食対策工として離岸見突堤及び人工リーフを取り上げ， 3 次元固定床実験
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を行ない.構造物周辺の波浪変形及び海浜流lと及ぼす構造物の設置位置，堤長及び開口部の変化の影響等

について考察を行なった。そして，それらの数値予測モデルの適用性について検討を加えている。

第 6 章では 3 次元移動床実験Iζ基づいて離岸堤，突堤及び人工リーフの設置位置，堤長及び関口部の変

化が全沿岸漂砂量及び汀線変化にいかなる影響を与えるかについて検討を行なっている。またそれらを数

値計算によって得られたものと比較する乙とにより，構造物背後で生ずる汀線変化に対する One -l匤e 

-theory の数値予測の適用性について考察を行なっている。

最後に，第 7 章では本論文で得られた結果に基づく総合的な結論と今後に続く検討課題について述べて

いる。

論文の審査結果の要旨

本論文は従来画一的に計画されてきた海岸侵食制御構造物の配置に，その構造物の漂砂制御機能を考慮

し，構造物建設後周辺地形が如何に変化するかを予測して，その最適配置計画を樹てるための手法を確立

するのを目的としたもので，得られた成果は次のようなものである。

(1) 離岸堤，突堤及び人工リーフが既に施工されている海岸の深浅測量等の現地観測データを統計解析し

た結果，離岸堤施工ケ所では汀線変動量ム 1 と断面積変化量ムAとの聞には高い相関が存在し，地形変

形は One-line ・-theory H::基づく地形変動シミコレーションの適用が可能なことを明らかにしてい

るo また，突堤においては施工直後は岸沖漂砂移動も激しいが，長期間の漂砂移動に対しては離岸堤と

同様の地形変動シミュレーションが適用可能であることを検証している。

(2) 地形変動シミコレーションに必要な波浪及び海浜流の各種構造物による変形及び干渉効果を検討した

結果，離岸堤の設置位置が砕波点より沖側の場合には非線型緩勾配方程式で十分算定できる乙とを明ら

かにしている。しかしながら砕波点より岸側に設置される場合 さらに設置間隔が短くて構造物相互の

干渉効果がある場合には上記緩勾配方程式を修正した方程式が必要となり，それによりほぼ再現できる

乙とを実験的に明らかにしている。

(3) 人工リーフの場合に対しては単体，群体ともに波浪及び海浜流は緩勾配方程式による数値計算法が十

分適用できることを明らかにし，人工リ}フ上流側で生じる離岸流も再現しうることを検証している。

(4) One -l匤e -theory R:基づく地形変動シミコレーションにおいては，局所沿岸漂砂量の積分した

値である全沿岸漂砂量を用いると十分な精度において，離岸堤群における地形変動が予測できる乙とを

実験的に明らかにしている。

(5) 人工リーフの場合，その設置直後は岸沖漂砂移動が卓越し One-li ne -theory による地形変動シ

ミュレーションは適用できず，別途の手法が必要となる乙とも明らかにしている。

以上のように，本論文は海岸侵食対策として用いられる漂砂制御構造物の効果Kついて One -lineｭ

theoryによる数値予測法の適用性の面から検討しその適用可能な場合を明確にし，その場合の最適配

置計画において如何なる点を考慮しなければならないかを明らかにしたものであり その成果は海岸工学

に寄与すると乙ろが大きい。よって.本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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